
貯水槽トイレ×デッキテラス

貯水槽トイレ
緊急時に水を供給する

デッキテラス
緊急時の小机、応急処置場など
普段は広場に隣接した休憩所

引っ掛けフレーム
イベント時簡易屋根となる
日常は子供のうんていとして

防災倉庫×ステージテラス

防災倉庫
備蓄に加え、住民の「備え」が入る
数ヶ月に一度入れ替えパーティー

ステージテラス
広場に対し大きく開く
イベント時はステージに

列柱ピロティ
倉庫開帳時ここに持ち出される
日常は子供が隠れ場所に

情報・文化ストック×ストリートテラス

ストリートテラス
鬼ごっこに最適
椅子を下から出せば居場所に

情報・文化ストック
書物、掲示物、キャンプ用品など
地域住民の共有倉庫、貸借りOK

台形庇
ストックの活動を延長
片流れ屋根が居場所を作る

自治会

行政 行政

ǶȠǷ࠘ࡸǘ
計画敷地は名古屋の端でもアクセ

ス十分、自然は豊か、病院が近い、

余暇施設充実、スーパー徒歩圏内、

インフラ完備 ... と好条件が揃う。

ǶȠǷࢷǬǮǘ
新興住宅地は、近所は概ね同世代

であり、古くからのしがらみもな

い。気掛かりは、その周辺の土地

の自治会などの地縁団体である。

かつて、人々は生きるために手を取り合った。共同生活はいつしか共同意識となり、規範が生まれた。

コミュニティは、いつだって協力関係と共にあったのだ。

－時は流れ、技術革新と唱い、効率化、省力化が加速する。生活基盤はひとりでに達成され、個人は完結し、

場を供して暮らす意味は弱体化を辿った。今や“コミュニティ”は領域を自在に変え、多くの若者は“それ”

を豊かさのツールとして捉えている。彼らにとっては、もはや共有する快楽を得るための、選択可能な生活

のオプションなのだ。

ひょっとしたら、これからは「近隣」という言葉に、「コミュニティ」の意味が内包されないのではなかろうか。

現在の「近隣」の有様を分析し、令和における地域コミュニティの所在を見出した。

自治会とは、住民による

相互扶助組織である。

その性質上、近年までは

生活の豊かさに不可欠

長らくそこで住まう場所を決定する

判断基準の比重は変遷してきた。

Ờܛܛ݇ܽ᠌݇ݣܨܮݦ
中央集権型であった自治会を解体し、行政の窓口とな

る幹事のみ役割を残した、自律分散型をとる。

豊かな日常に映え過ぎないように佇む。 さりげない居場所が人を纏う。 人に寄りかかる事なく寄り添う。

今後自治会は衰退の一途を辿り、令和はその在り
方が問われる転換期だろう。三者三様に自律して
いく個人に即したコミュニティを提案する。

୸ࡻ ഛۦ

だったが、コミュニティの拡張により、地域コミュ

ニティへの関心が薄れ、必要性に陰りが見え始め

た。また活動内容から、行政の下請け機関のよう

な性質も備えており、負の要素が目につく若い世

代からは不要説が唱えられている。しかし、自治

会加入を拒否した世帯でも、その活動の恩恵は少

なからず享受されている現状がある。

必要なのに実感がない、考えたく

ない。その典型が防災であろう。

災害時の地域連携は、日常の地域

コミュニティあってこそ機能する。

「防災」をコアに据え、ささやか

に閉じない豊かさを与えた。そこ

を皮切りに、日常のコミュニティ

のきっかけを生む。

普段、内部空間での特定利用はさ

れない。活動は敷地を飛び出す。

ଈݣǻಠǭǞϥਯȟ଼ȖșȘ
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年一万円の自治会費

主体的活動費 寄付 趣味・備え

任意のイベントはクラウドファン

ディングの如く、個人が自発的に

行う。企画者が運営主体になる。

倉庫入れ替えパーティーから、コミュニティが派生して

いく。短スパンの入れ替えのため、豊かな貯蔵がされる。
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自治会費補助金

補助金　　防犯、
　　　　　衛生設備費

設備点検、備蓄

年に数回
イベント開催

管理

能動的な「備え」
共所有

窓口

行政へ
の要請

年交代
負担減

高齢者サロン

高齢者 核家族 ディンクス

選択可能

子供イベント ビアガーデン

身近の清掃

労働
労働力

共益

ࣷڊ
Еݳݻ ࢷ؜

・時間が惜しい

・メリットが少ない

・身の回りくらい自

　分でやる

・運営が激務

・担い手がいない

・煩雑な財政管理

　金を使い余す

・個人では対応が

　追いつかない

・全て業者委託す

る財源はない

行政

幹事

防災倉庫

個人

吟味されるコミュニティ 自治会不要論争 地縁の限界を超えた自治 自律コミュニティチェーンに据える“コア”

　　自治会　　　　　自律個人群

関係構築の逆算　

公園のようなニュートラルな建築

非常

日常

￥ ￥

￥ ￥
￥ ￥ ￥ ￥

￥

￥
￥￥
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88.6%

58%

1980 2015

備蓄
＋

きっかけ

open
warehouse

1year

stock+party

eventfamily

children youth elderly

community cleaning

event event

open
warehouse

stock+party

防災

地域
管理

　建築
デザイン

管理しやすい
システム体制

緊急時の柔軟な
　　対応力

使い倒され
愛される建築

中心の備蓄倉庫から活動が左右に展開されるSOUTH　ELEVATION

緊急時に対応するため、各所に開けた場と閉じた場を設けているEAST　　ELEVATION備え×日常＝これからの豊かさ

自主稼働型行政建築

税金によって建てられる行政建築は機能一辺倒になりがち

で、「ハコモノ」として地域住民から遠い存在となっている。

そこで運営主体をクラウドファンディングの如く意欲的な

住民主体とし、管理体制を築くことで’無理矢理’な地域

自治を防ぐ。また活動費の多くを自らで生み出すことで積

極的に地域コミュニティのあり方に参画していく。そこに

建築デザインの余地があるのではないだろうか。住民が自

分達で決めていく行政建築の必要性を提案する。

簡易的な構成から豊かさを導く
予算が厳しい行政建築でいかに複

雑に活動を絡ませることができる

か考察した。そこでプロポーショ

ン、リズム、素材から構成を決定

し、活動の層を作るように組み込

んだ。その結果部材のある１つを

取り出しても複数の活動がまとわ

りつく空間となった。日常と非常

を繋ぐ公園のような主体的な建築

が立ち上がったと考える。

￥￥

簡易的構築物

プロポーション
ϦζϜ
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多種多様な場は住民の自主性を広げる
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夕日の見れる黄昏場、防災に日常が絡んでいく
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来客用駐車場兼イベントスペース
イベント時には区画外の来訪を受け入れる
マルシェなど大きく使う際はここを使う

二段丘広場
棚田のように二段広場が連なる
どの住戸からもコアに緩やかに繋がる
非常時の大きい活動から日常のキャッチボールまで
多様に使える区画のオアシス

繋がる小道
どの住戸も小道と接続し、風や光を通す
近隣住戸間のコミュニケーションを増やす

ゴミステーション
1ブロックに 1つゴミステーションが置かれる
住戸の裏口から小路地を通って捨てにいく
路地よりも少し太い空間が滞在の幅を広げる


